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　ピカソ 10から 20歳台のデッサンは
凄かった・・モデルの性格や生活までも
伝わってきた・・・こんなに具象が極ま
ると，もう崩すしか路が無いよなあ・・
崩して出来上がったピカソの作品に感激
して真似しても，ピカソの脳神経系には
あのデッサンの技術が蓄えられているの
だから，所詮「真似」にしかならないよ
なあ・・だけどその人の脳神経系に別の
技術が蓄えられているから，それを活用
して，いや，自然に溶け出して来て，自
分の世界が出来てくるのだろう・・まて
よ，ボクは絵の技術なんか無く，経験も
無いのだから…そんなことを考えてみて
も，とんでもない的外れだろう・・・・
人の「体験」はその人にとっての一回き
りの独自のものだから，・・純粋体験？
純粋経験？・・・西田哲学は・・・どう

して文字にして論ずることが可能なのか
なあ・・・・「山寺の鐘ゴーンと鳴ると
言えども，童子来たりて，鐘に撞木を当
てざれば音の良し悪しがトーンと分らな
い」蝦蟇の油売りの口上だった・・・イ
ンターン時代に新宿末広で落語をきい
た・・・まてよ「鐘が鳴るのか撞木が鳴
るか，鐘と撞木の相が鳴る」仏教青年
会で禅語として聴いた…エンカウンタ
ー・・・・・音を聞いて一瞬前に鐘と撞
木がぶつかるのを見たら，見た光景を音
の「因」と思うけど，どれほどの根拠が
あるのだろう・・目も見えず耳も聞こえ
ないヘレンケラーはどのようにして我々
の世界に付き合っていけるのだろう？・・
サリヴァン先生は，何歳で亡くなられた
のだろう？・・文字が無い人の「自由連
想」はどんなものだろう？・・・・連想
は「母語」でするのだろうか？・・・・・
ピカソが肢体不自由児だったら，才能は
どのような成り行きになったのだろう？
　連想は言語で行うものではないのかも
知れない，幼い頃のボクは，何か言葉で
ない何かのもやの様な漂いが速く遅く流

かんだばし・じょうじ =精神医学
鹿児島市 伊敷病院。著書に，『発想の航跡――
神田橋條治著作集』『追補 精神科診断面接のコ
ツ』（岩崎学術出版社），『神田橋條治 精神科講
義』『治療のための精神分析ノート』（創元社）
など。このほど『精神科養生のコツ』を大幅
改訂した『心身養生のコツ』を小社より刊行。

雑念散歩

神田橋條治
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れていた記憶がある・・・・頭の中に注
意を向けると必ずその感覚があったから，
注意を向けていなくても，その流れは有
っただろう・・あるだろう・・・あるは
ずだ・・今は「学術通信」の原稿を作ろ
うとしてパソコンのまえに居るから，流
れは遅くなり，コトバになっているけ
ど・・・普段はもっと微細で速やかな
「ただの流れ」として感じられているだ
けだ・・・・アッそうだ…流れは脳内だ
けでなく体中を流れていて，体が平和な
ときは流れとして意識出来て，不調のと
きはその不調の感覚に妨げられて，無意
識になっている・・・・精神分析の「自
由連想法」の体験は言葉から始発する連
想だとつまらなく，流れの感覚体験から
始発するコトバ以前の感覚に始発すると
き，新鮮で収穫が大きいが，感覚をコト
バに置き換えるときにどうも変質して人
工物になってしまうことが多い・・・だ
んだんと文章が流れを支配するように
なり，「頭が固い」気分になってしまっ
た・・・・・「で？」
　雑念散歩は目的があったんでは散歩
にならないなあ，学術通信に投稿する
ためにパソコンに向かっているんだか
ら・・・・精神分析治療での自由連想は

治療という目的があるから・・だめだよ
なあ・・・目的が無くてコトバが無くて，
からだ全体を流れている何かが感じられ
ているのが雑念散歩で・・治療場面での
自由連想は雑念散歩が日常であるような
習慣の基礎訓練なんだ・・・治療法とし
て認められなくなったのは正しく理解さ
れた・・・そうそう芸術療法と芸術の関
係かなあ・・・いや，ピカソのからだ全
体にいつも絶え間ない流れがあって，そ
れをキャンバスに取り出したので，その
瞬間に変質してしまい，いつも不満だっ
たのかもしれない・・生きている限り雑
念散歩は途切れないし，それが本質と
しての自由連想なのだから・・・・な
ーんだ「生きてる」ことを感じてるだ
けか・・・じゃあ今まで生きてること
を感じている時間があまりにも少ない
なあ・・・・犬猫は感じているみたい
だし・・・蝶々はどうかなあ・・芋虫
は・・ウイルスは・・・セルフモニタリ
ングだから，ウイルスだってしているよ
…人間だけがサボってるんだ・・・ヨ
シ！「生きてる」とはコトバする前の感
じを感じながら独りで散歩している状態
を指しているとしておこう・・・雑念散
歩いいよなあ・・・うん・・・・
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　昨年，多くの方々の協力を得て，皆川
邦直先生の子育て心理教育の一連の講義
を編集し，『精神科医の思春期子育て講
義』という本にまとめました。本書で先
生は，専門用語をほとんど使わずに話し
ていますが，思春期青年期に起きるここ
ろの発達や親子関係の変化について，精
神分析理論や臨床実践から得られた経験
やそれへの深い洞察にもとづいて述べて
います。この先生の理解は，アンナ・フ
ロイトから始まる精神分析的発達心理学
の歴史的な流れを受けついでいます。例
えば，ピーター・ブロスの思春期青年期
の精神性的発達論も，この流れに位置づ
けてよいのではないかと思います。さて，
ブロスは思春期において，エディプス・
コンプレックスが復活すると述べていま

す。最近になり筆者は，それが具体的に
どのような状況を言うのかをしっかり摑
みたいと思うようになりました。そこで
改めて，エディプス・コンプレックスを
読み解くという視点から，皆川先生の本
を読み直しました。
　皆川先生は，思春期前半の発達課題と
して，二次性徴をはじめとする身体的変
化をどのように受け入れるか，その重要
性を述べています。

　［引用］

　思春期がはじまりますと，急に身体が

男らしく，女らしくなってきますね。だ

からいやおうなしに，自分の身体が男ら

しく女らしくなっていくことで「自分

がこれから先どうやって生きていくん

だ」っていうことを自分自身考えちゃ

う。考えるまでもなく，感じちゃうわけ

ですよ。

　だから，すごく大きな夢を自分の身体

にかけることができる。だけど，場合に

よっては，本当は心配しないで良いほ

どのことで，「自分の身体，こんな自分

いくた・のりまさ =思春期精神医学，精神分析
クリニックおぐら副院長，医学博士。著訳書に，
『境界例』（分担執筆，医学書院），『子どもの
身体表現性障害と摂食障害』（共編著，中山書
店），『知っておきたい精神医学の知識』（共著，
誠信書房）など。このほど，編集を担当した『精
神科医の思春期子育て講義』（皆川邦直著）が
小社より刊行。

エディプス・コンプレックスを読み解く

生田　憲正
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じゃとてもじゃないけども，誰からも相

手にされないんじゃないか」とか，本当

はかわいい顔してるのに，「こんなブス

では，誰も相手にしてくれないんじゃな

いか」というようなことを，余計な心配

として，もったりします。

　これは，幼児期に性差の気づきが，エ
ディプス期の入り口になるということと
呼応しています。ローズ・エッジカムは，
この時期をエディプス期に先立つ「男
根 - 自己愛期」と名付けました。「見て
見て，僕ってすごいでしょ，私ってかわ
いいでしょ」という世界です。それに相
当するものが，思春期前半の身体的変化
に伴って生じ，他者（鏡）に映る自分の
姿がとても気になります。
　次に皆川先生は，「親を超えること」，
あるいは「心理学的親殺し」について述
べています。この「心理学的」という言
葉は，「心理的」の間違いではないかと
思い，元のビデオを聞き直しましたが，
やはり「心理学的」でした。これはまさ
にエディプス・コンプレックスを指して
います。

　［引用］

　もう心理的に親に頼らないで済むとい

うことが増えるわけですね。だから今ま

で，大きく見えていた親が，年取った普

通の親に変わるんですよ。昔はずーっと

自分よりも上に見えていた親がだんだん

下がってきて，自分と同じ地面に立つ水

平関係の人間関係に変わります。

　親殺しはしてもらわなきゃ困るんです

よ。いつまでも巨大な親であり続けると

いうことは，「子どもはいつまでも子ど

もだ」ということになります。

　また，同性の親と異性の親の役割の違
いについても述べています。「子どもに
とって，一生，目の上のたんこぶにな
るのは同性の親」であり，「思春期には，
同性の親との争いや感情的もつれが必ず
起こります」が，「それだけ大切な」存
在だと述べています。異性の親が果たす
役割については，将来的には恋人や伴侶
がその役割を果たすが，「息子さんの内
面で感じている自分の男らしさ，女の子
であれば自分の女の子らしさを，強化し
てくれる大人が必要」だと述べています。
しかしながら，「子どものコントロール
を超えて，性欲動を刺激するような環境
になっていないかどうか」，例えば子ど
もが異性の親と一緒の部屋で寝ていない
かなどのチェックが必要だと述べていま
す。
　3つ目として，子どもが夫婦不和や夫
婦喧嘩に巻き込まれるという場合につい
てです。

　［引用］

　子どもの前でケンカするのをやめてい

ようが避けていようが，お父さんとお母

さんの間でそういう部分で冷えちゃって

いる部分があると，子どもは敏感で，そ

のケンカの中に巻き込まれます。

　子どもの気持ちの中で，男の子であれ

ば，「お母さんに一番愛される存在であ

りたい」という男の子の願いがあります
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から，お父さんがあんまりお母さんに愛

されていないとなると，「僕が，一番お

母さんに愛される男になろう」という隙

間ができるわけです。そして，そこに

入り込みます。言ってみれば「父親，母

親，息子」という関係が三角関係なんで

す。

　丁度，小さな子どもの場合，両親が並
んで座っていると，その間（隙間）に割
り込んできます。それと同じように，心
理的な隙間に入り込んできます。

　［引用］

　女の子の場合には，溝にはまって，親

の夫婦ゲンカに巻き込まれる様式は大き

く分けて二つあります。一つは，やっぱ

り，「お父さん，お母さん，自分」とい

う三角関係に入る図式ですね。もう一つ

は，「男っていやね！」っていう，お母

さんと娘の関係にはまり込むことです。

　このような状況は，エディプス・コン

プレックスによる願望が「実現」してし
まったことになります。そして，そのこ
とに対する「無意識の罪意識」が出来上
がってしまうので，「私の側につくのよ
という説明」はしてはいけないと述べて
います。また，夫婦不和があったとして
も，子どもへの対応については，両親が
協力して行うことの重要性を繰り返し述
べています。
　その他の項目として，「神経症的（無
意識の）罪悪感」や「愛情対象の選択」
についても分かりやすく述べられていま
す。興味を持たれた方は，是非，手に取
って読んでいただければと思います。

参考文献

R. Edgecumbe, M. Burgner: The Phallic -

Narcissistic Phase―A Differentiation Between 

Preoedipal and Oedipal Aspects of Phallic 

Development. Psychoanalytic Study of the 

Child, 30: 161-180, 1975.
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　昭和の最後の方に医学部を卒業し精神
科医としての道を歩んで 35年。大学や
国立医療機関といった精神科医療の現場
から，行政機関である精神保健福祉セン
ターを経て，現在の児童相談所長に至っ
た。児童相談所は 17年目になる。
　児童相談所所長である私が，精神科医
として臨床活動を行うことはほとんどな
いが，児童相談所は極めて臨床的な場で
ある。毎日のように子どもを保護して年
間 600人ほどになる。ライフラインが
止まる，養育者が緊急入院する，児童虐
待から子どもの安全を確保するなど，子
どもを保護する理由は様々だ。子育てに
煮詰まった親からの保護も多い。最近は，
子どもが暴れて手に負えないから保護し

て欲しいというのも増えてきた。子ども
自らが保護を求めてやって来ることもあ
る。家族の危機状態に際して子どもの安
全を確保する，児童福祉“救急”の場で
あり，一時保護所は救急病棟のような感
じだ。
　一方，施設・里親に措置している子ど
もも常時 450人はいる。子どもたちの
直接的なケアは施設職員や里親が担うも
のの，子どもたちの家庭復帰に向けての
保護者の支援や親子間の関係修復は児童
相談所の重要な役割だ。児童福祉“救
急”と家庭復帰に向けた“ケアとサポー
ト”という二つの機能を児童相談所は担
っており，精神科医療と類似している。
児童相談所長は，救急部門とケア・サポ
ート部門と両方のマネージメントが求め
られる。どんなに救急部門を強化しても，
その後のケア部門（社会的養護と言われ
る施設ケアと里親ケア）が脆弱であれば
意味をなさない。両方のクオリティを高
め，維持することが必要だ。
　日本の児童福祉は先進諸外国と比較し
て，「家庭復帰が進まず施設に措置して

ふじばやし・たけし＝児童福祉
精神科医，福岡市こども総合相談センター（福
岡市児童相談所）所長，日本子ども虐待防止
学会理事。著書に『児童相談所改革と協働の
道のり』（明石書店，編著），『国連子どもの代
替養育に関するガイドライン』（福村出版，共
著）など。日本子ども虐待防止学会誌『子ど
もの虐待とネグレクト』（小社より販売）の副
編集委員長も務める。

映画から見る児童福祉

藤林　武史
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いる期間が長い」という特徴を持ってい
る。「社会復帰が進まず病院に入院して
いる期間が長い」精神科医療と類似して
いる。国連子どもの権利委員会からの再
三の勧告もあり，2016年の児童福祉法
改正をきっかけに，やっと“脱施設化
（deinstitutionalization）”の動きが活発
になってきた。就学前の子どもは 75％，
学童期以降の子どもは 50％が，10年以
内に施設から里親などの家庭環境に移行
するといった数値目標を国が示した。ま
た，大規模施設は今後 10年で地域に分
散した 6人程度の小規模施設を目指す
こととなった。目下，全国の都道府県で
推進計画を策定している最中である。私
の所属する福岡市は，10年前から，里
親委託推進に取り組み，約半数の子ども
は施設ではなく里親家庭で暮らせるよう
になった。全国平均の 2倍以上だ。また，
4年前からは長期施設入所の子どもの家
庭移行支援に取り組み，実親や親族等へ
の家庭移行が実現する子どもは毎年 20
人以上いる。また，毎年 10人前後の子
どもが特別養子縁組の機会を得て，永続
的な家族関係を持つことができている。
　子どもにとって家庭環境で暮らすこと
は子どもの権利と思っている。そして，
可能な限り，子ども時代だけでなく生涯
にわたって人生を共にする情緒的に法的
に安定した家族を保障したい（パーマネ
ンシー保障）。

＊＊＊
　児童相談所長の責任は重い。1年中，
気が抜けない。虐待死亡事件が発生した
時には，児童相談所長は社会的説明責任

を負わされ，マスメディアの前に晒され
る。いつ何時思いがけずに大きな事件が
発生しないとは限らない。適切なアセス
メントと支援が行われているのかどうか，
高いセンサーを働かせて職員からの報告
に耳を傾ける。子どもが死ななければい
いという問題ではない。児童相談所は保
護者の同意なく子どもを保護できるとい
う強力な権限を有している。その後，再
び家に返すのか，または，里親や施設に
措置するのかといった判断は，子どもの
生涯に関わる重大な決定だ。間違いは許
されない。
　こういったハードな日々の合間に，気
晴らしの趣味をいくつか持っている。そ
の一つが映画である。映画館の暗闇の中
で，人生の一断片を見る。引き摺り込ま
れるように，トラウマや親子の別れ，里
親や養親ものの映画を見てしまう。これ
らの映画は，全然，気晴らしにならない。
しかし，児童福祉分野で働く私にいくつ
ものヒントを与えてくれる。そのヒント
のいくつかを，3年前に日本子ども虐待
防止学会誌に投稿した。他にも紹介した
い映画はあるものの，同じ学会誌に投稿
するのも憚れるので，本誌の場を借りて
紹介したい。
　『オレンジと太陽』2010年イギリス映
画。舞台は，1986年のノッティンガム。
「私は誰か，を知りたい」と見知らぬ中
年女性がソーシャルワーカー・ハンフリ
ーズに訴える場面から始まる。「4歳の
時に両親が死んで施設に入れられ，それ
から 200人の子どもと一緒にオースト
ラリア行きの船に乗せられた」。俄かに
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信じ難い話だ。そんなことはあるはずが
ない。調査の結果，親は生きていた。別
の女性から同様の話を聞いたハンフリー
ズは，子どもの頃に生き別れになった兄
ジャックに会うためにオーストラリアに
向かう。現地で，「自分は誰か」「自分の
親を探して欲しい」といった悩みを抱え
続けてきた，中高年になった人々がハン
フリーズの元に次々とやってくる。こう
して，一人のソーシャルワーカーによっ
て膨大な量の身元調査が始まる。調査を
進めていくにつれて，イギリス・オース
トラリア政府と慈善団体や教会も関わっ
た，組織的な児童移民の事実が明らかに
なる。19世紀末から 1970年までの間
に 13万人の子どもたちは，「親はいな
い」「死んだ」と嘘をつかれて，移民と
してオーストラリアの施設に連れて行
かれていたのだ。待ち受けていたのは，
燦々と輝く太陽と過酷な児童労働，そし
て，数々の暴力。
　場面は変わって，イギリスでの慈善団
体との話し合い。「貧困家庭の子供たち
だ。当時は，子どもの利益優先で，新し
い環境を与えた。家族の繋がりを優先す
るのは最近の風潮だ」と団体は言い訳を
する。1986年という時代設定は，親か
ら分離された子どもが家庭復帰すること
なく国内の施設や里親を転々としていた
状況（foster care drift）を改め，家庭維
持や家庭復帰を優先するパーマネンシー
保障に転換し始めていた時代だ。だから，
団体の人々はそれ以前の施策に則ってい
ただけだと言いたいのだろうが，親子の
絆を断って国外の施設に子どもを移民と

して送り出すことが正当化されるもので
はない。移民として送り出された子ども
は，自分の人生史の一部分が空白である
ということ，自分の家族のことを知らさ
れていないことに長く苦しみ続けている。
どうして自分はイギリスからオーストラ
リアに来たのか？　親はどうしてそうし
たのか？　親はどこでどうしているの
か？　自分は誰なのか？　ジャックは語
る。「僕の心には空洞がある」「抗うつ剤
を飲んでも効果がなかった」「その空洞
を埋められるとしたら母親だけだ」。
　家族だけでなく自分の出自を知る権利
まで奪ってしまったイギリスの児童移民
施策のエピソードは，私には他人事のよ
うに思えない。パーマネンシー保障も
出自を知る権利も未だ浸透していない
2019年の日本の児童福祉において，生
まれてからずっと施設で暮らしながら，
なぜ施設に来たのか，親やきょうだいは
どうしているのかを知らされずにいる子
どもは少なくない。どこの国にも負の歴
史はあるのだ。その負の歴史を直視する
ことをスタートラインとした，児童福祉
の改革が望まれる。

文献

藤林武史：映画の中の里親と子ども，そして，

ソーシャルワーカー．子どもの虐待とネグレ

クト 18(3)，339-343，2016．

福井充：子どもの長期入所からの脱却を目指し

て――施設入退所調査に基づく家庭移行支援．

（藤林武史編）児童相談所改革と協働の道のり．

明石書店，2017．
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◇書評エッセンス◇

ダンス・ムーブメントセ
ラピー

フラン・J・レヴィ 著　町田章一 訳

　いい本が出版された。

久しぶりに日本芸術療法

学会の，今年度の研修会

講師を引き受けて大妻女

子大に赴いたら，訳者ご

本人から出版直後の本書

を進呈されたのである。

（中略）

　しかし，このダンス療

法に，全く関心がなかっ

たわけではない。私が，

まだ，京大の助教授時代

に，当時，ニューヨーク

に 13年も居て，帰国し
た高安マリ子さんが，内

地研修生として，私のも

とにやってきたからであ

る。実は本書で初めてそ

の系譜が明らかになった

のだったが，彼女は丁度

自閉症の Leventhalの系譜
に属するダンス・セラピ

ストだったのである。つ

まり，本書によれば，第 6
章のアルマ・ホーキンス

Hawkins, A. の 章 の， 最
初の註に，「マルシア・レ

ヴェンソール Leventhal, 
M.は，ホーキンスの弟子
で，最初にインターンを

した学生である。1963年
から 1965年まで，ホーキ
ンスのもとで，セッショ

ンや研究を行い，ホーキ

ンスを助けた。」とあり，

更に第 16章に詳述されて
いる。

（中略）

　とにかく，かくして，

私は，高安マリ子さんを

起点にして，我が国のダ

ンス療法に関与していっ

たのであるが，高安マリ

子さんが，いわゆるバレ

エや，型のはまった舞踊

を嫌い，《自由な自己表現

を目指す》タイプのセラ

ピストであったので，そ

うではない型を大切にし

たり伝統舞踊に重きを置

いたりする舞踊には，幾

分，距離を置いてきてい

た傾向がある。

　それはともかく，今

回，町田章一氏の本書の

翻訳により，主に米国系

のほとんどの系譜を通覧

することができ，翻って，

《ダンスムーブメント療法
DMTの全体像》がつかめ

たのは，とてもよかった。

（中略）

　以上を通覧すれば，本

書の著者が，これらすべ

てを統合した立場で論じ

ていることが知られるし，

ダンスムーブメントセラ

ピー（DMT）の，まさに
総合的な本となっており，

これ 1冊で現在までの「米
国から見た世界のダンス

セラピー（DT）の全体像
とその応用」について纏

められていることが知ら

れるであろう。ともあれ，

いい本が出た。これから，

ダンスセラピーに向かお

うとする人たちには格好

の教科書であり，これま

でに，本分野でやってき

た人達にとっては，自身

の方法の再チェックに格

好の素材を提供している

こと請け合いである。だ

から，冒頭の言葉は掛け

値なしなのだ。

（評者・山中康裕＝京都ヘ

ルメス研究所・京都大学

名誉教授■日本芸術療法

学会誌 49巻 2号（2018）
より抜粋）
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　2016年に児童福祉法が改正され，こ
れまで以上に里親や養子縁組制度への関
心が高まっています。里親や養子縁組に
ついてテレビや新聞で取り上げられるこ
とも，今や珍しいことではなくなりまし
た。しかし，里親と養子縁組に違いやそ
れぞれの目的を理解している方に出会う
こと，ましてや同じ地域で実際に里親を
している方に出会うことはほとんどない
ことです。
　私の両親は私が物心つく頃に里親に登
録し，私は小学校 1年生の時から里親
制度の中で生活してきました。30年ほ
ど前は，「里親」という言葉も知らない
方が多く，私はいつしか初めて会う人に
家族について聞かれると里親制度につい
て説明する機会を持つようになりました。

友人だけではなく，小学校や中学校の先
生，地域の大人など，里親についてみん
な知らないものという現実の中，説明す
る面倒な手間や相手の驚く顔，いろいろ
な感情や言葉が動くことを面白く，そし
てまた疎外感を感じていたこともありま
した。
　そんな私は，青山学院大学で教育学を
学び，一般企業で勤め，出産してから社
会福祉を大学院で学び始めました。社会
福祉の大学院に入学し，私は初めての体
験をしました。それは里親制度について
の説明をしなくても理解されるというこ
とでした。制度についてだけではなく，
その生活の中で感じてきたことまでも理
解されるということにとても驚きました。
そこで初めて，事あるごとに里親制度に
ついて説明してきたこれまでの経験は少
なからず自分自身には負担であったこと
を知りました。
　私はこれまで支援の対象者となる子ど
ものそばにいる，少し陰に隠されている
ような子どもへの支援に強い関心を抱い
てきました。中でも障害児や難病児のき

やまもと・まちこ =社会福祉
大妻女子大学人間関係学部人間福祉学科専任
講師。著書に『里親・ファミリーホーム養育指
針ハンドブック』（全国里親委託等推進委員会，
共著），『家族支援論』（ミネルヴァ書房，共著），
『新基本保育シリーズ 6　社会的養護Ⅰ』（中央
法規出版，共著）など。このほど初の単著『里
親家庭の実子を生きる』を小社より刊行。

里親家庭の子ども支援から

山本真知子
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ょうだいへの支援や，今話題となってい
るヤングケアラー（親やきょうだいのケ
アを担う 18歳以下の子どもたち）支援
について考えてきました。支援の対象は
社会問題とともに変化し，20年前はそ
の対象としてみなされていなくても，社
会問題化されると急にスポットライトが
当たるように支援の対象者として見られ
るようになることがあります。きょうだ
い支援やヤングケアラー支援も，長年陰
に隠されてきたけれど，スポットライト
が当たったものだと思います。里親家庭
に委託された子どもたちも，養子縁組し
生活してきた子どもたちも，そしてその
子どもたちと共に成長する実子たちも，
これまで日本では陰に隠されてきた存在
ともいえるでしょう。
　私はこれまで，里親家庭で生活する子
どもたちの支援に少しばかり携わってき
ました。ある同じ地域で毎年，里親家庭
で育っている子ども同士が語れる機会を
作るという活動です。その支援の目的
は，私が大学院で感じた「説明しないで
も理解される」という機会を継続的に作
ることでした。会に参加した子どもたち
が「名字が親と違うっていうことを説明
しなくてもいいから楽でいい」，「里親っ
てことを説明しなくていいからいい」と
いう言葉を何度も聞き，子ども同士の語
り合いの可能性を感じました。また，こ
の会では里親家庭から巣立った先輩に話
をしてもらう機会も作りました。大学進
学，就職，フリーター，障害のある子は
通勤寮に通いながら就労をしていること
など，今のそのままの姿を話す機会を作

りたいと考えました。数年前までは先輩
の話を聴く側だった子どもが，成長し今
度話す側になるということを笑顔で嬉し
いと語ってくれたこともあります。
　本来ならば，地域の身近な大人や友人
に話したいと思うことを，話せないでい
る子どもたちの声を拾うことは子どもへ
の支援には必要なことです。全てをオー
プンにする必要はないけれど，話しても
理解されないことや説明を加えなければ
いけない負担感は，子どもには非常に大
きいものです。それを代弁していくこと
は支援の一つとなります。
　社会に理解されるためには当事者の語
りにスポットライトが当たり理解が進む
こともあります。話をする人はある面で
は負担が増えたり，イメージを勝手に植
え付けられたり，ロールモデルとして見
られたりすることにもつながります。例
えば，里親家庭で育った子どもの語りを
聴くことは 10年前よりは現在の方が珍
しいことではなくなりました。しかし，
公の見ず知らずの人が聞く講演会のよう
な場所で自分の生い立ちを語ることやテ
レビや雑誌の取材を受けることができる
人というのはあまり多くはなく，他に話
す人材がいなければ数人の方へ依頼が集
中することもあります。そういった依頼
は過去にいろいろなことがあったけれど，
それを乗り越え，今は自立して働いてい
るとか大学に進学しているといったよう
な語りが多くみられ，時に講演会に参加
した人が感動する話をしなければいけな
いと感じることも当事者側にはあるのも
事実です。
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　私が里親家庭で生活する子どもたちの
支援で先輩に話してもらう際に気を付け
ていることがあります。それは，一人ひ
とり違って生きていくことがとても大切
なことなんだと伝え，背伸びした姿では
なく，困ったり失敗したりしたことも伝
えられる雰囲気作りをすることです。
　子どもが語り合う場を作ることも，子
ども時代のことを公の場で語ることもそ

れぞれそこには支援という視点が必要だ
と私は考えます。里親家庭の子どもが安
心して語り合うことができる場所の提供
は子どもの声を聴き，あるがままの姿を
受け入れていくために，とても必要だと
思います。これからも，子ども目線に立
った支援を続けていきたいと考えていま
す。

◇書評エッセンス◇

心理臨床への多元的アプ
ローチ

ミック・クーパー，ジョン・マクレオッ
ド 著　末武康弘，清水幹夫 監訳

　多元的アプローチの中

核は，クライアントとの

対話に基づいてお互いに

影響し合う，協働的なク

ライアント - セラピスト

関係への深い関与である。

セラピストが協働の水準

を高めることのできる多

くの実践的なステップが

ある。セラピストは，セ

ラピー開始前の情報とし

て次のことをクライアン

トに提供することができ

る。すなわち，セラピー

の取り組みを絶えず振り

返ることをクライアント

に促し，セラピーの枠組

みについてさまざまな側

面を話し合い，セラピー

の進行の状態をクライア

ントと振り返りながら検

討する，といったことで

ある。そのさいにコミュ

ニケーションのプロセス

について話し合うことも，

協働の水準を高める価値

あるやり方である。協働

は，クライアントにもと

もと備わっている能力を

引き出し，活用するため

に重要であるだけでなく，

クライアントが日常生活

で他者と協働する力を進

展させるのを援助するう

えでも重要となる。

（中略）

　読者が心理臨床家であ

れば，どの立場でも自ら

が学んで実践してきた理

論や方法をさらに深く掘

り下げつつ，同時にクラ

イアントとの協働のなか

で新たに必要となる理論

や方法を真摯に学び，自

らの心理臨床の幅や領域

を広げて豊かにしていく

ことができる。これまで

の臨床実践を多元的アプ

ローチの枠組みから見直

し，この枠組みと手続き

を参照することで，これ

からの臨床実践を多元的

なものへと発展させるこ

ともできるだろう。 
（評者・伊藤義美＝人間環

境大学■心理臨床学研究

36巻 2号（2018）より抜粋）
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　「リラクセーション」はこころと身体
を包括した「心身不二」の概念ですが，
達成の方法は「筋肉を緩める」「呼吸法」
などの身体側からの工夫や，「瞑想」「音
楽」などのこころ寄りの工夫がいろいろ
とあり，それぞれが効果をあげています。
ヨーガや白隠禅師の「軟酥の法」など心
身不二の方法もあります。ボクも新しい
方法を工夫して見ましたので，関心ある
方は試してみてください。練習は二段階
になりそれぞれの段階での効果がありま
す。
　第一段階：

　練習：ゆったりと立って，自分の身体
のすべての細胞が地球の引力で引っ張ら
れているとイメージします。筋肉だけで
なく，皮膚も骨も内臓も脳細胞もすべて
の細胞が引力で地球に引っ張られていま
す。これは事実ですから，イメージする
のは自然で容易です。引っ張「られ」て

いるのであり，イメージのなかで自分の
意欲で引っ張っているのではないのです。
その感触を確かめるには，チョットジャ
ンプしてみてください。ジャンプは自分
の筋力で行っているのですから，その際
にも全細胞が引力によって下方へ引っ張
られているイメージが続くならば「達
成」です。
　効果：達成された状態では，何の動作
をしているときでも全細胞が引力の影響
下にあり，全身がリラックスしていま
す。ゆっくりと動作をしながら身体の内
部を観察していると，チョットした動作
でも，全身の微かな動きが連動すること
に気がつきます。太極拳の秘訣「一動全
不不動」いかなる動きも全身運動である，
が達成された状態です。この状態では身
体への負荷が体の一部分に集中すること
がないので，特定の筋肉や関節の故障が
起こりません。イチロー選手などサポー
ターを着用したことのないアスリートは
「一動全不不動」ができているのです。
　第二段階：

　練習：第一段階に続けて，自分を取り

かんだばし・じょうじ =精神医学
略歴は 2ページを参照。本稿は，小社より先
ごろ刊行された『心身養生のコツ』の追補と
して寄稿されたものである。

●特別寄稿

『心身養生のコツ』追補
リラクセーションの工夫と効果

神田橋條治
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囲んでいる大気の分子もすべて地球の引
力で引っ張られているとイメージします。
せめて 1・2メートルぐらいの空気の層
が引っ張られているとイメージしてくだ
さい。これも科学的事実です。これをし
てみると，第一段階よりもさらに心身が
リラックスします。殊に皮膚と内臓が，
緩みかつ下方に引かれている感触になり
ます。
　効果：このリラクセーションの状態を
保ちながら他者に近づくと，空気の層に
触れた相手にリラクセーションが生じま
す。相手がそう報告してくれます。そこ
で二つの連想が起こりました。まず，天
性の保育士と目される人で，幼児がその

人に近寄りたがる現象があります。その
人を観察していると，下方に引かれてい
る空気の層をまとっておられます。幼児
の好む癒しの雰囲気なのでしょう。連想
の第二は，武術の達人で筋骨隆々の若者
を軽々と宙に舞わせる方があり，投げら
れた方は身体が脱力していて，投げられ
ても気もちが良いと聞きます。触れた瞬
間あるいは直前にリラクセーションが起
こっているのかもしれません。ともかく，
他に影響の波及するリラクセーションは，
自身の健康のみならず対人関係のすべて
の分野で癒しの作用を持つのかも知れま
せん。

◇書評エッセンス◇

臨床行動分析のすすめ方

芝田寿美男 著

　認知行動療法の基盤を

なす臨床行動分析にまつ

わる，大変新鮮で独創的，

刺激的な好著の登場であ

る。本書の斬新さは，「序

章：行動分析を始める前

に」を読み始めるとすぐ

伝わってくる。冒頭のタ

イトル「I『まずはきれい
な格好からしなさい』」は，

恐らく著者の恩師・山上

敏子先生の言葉ではない

か。その本文は「その日

最初に私がする精神療法

の準備」として「鼻毛が

出ていないか確認する」

ことの紹介から始まり，

「ひげが剃れているかを見

て，白衣の汚れを確認し，

襟元からのぞくシャツを

意識し，靴下の柄を選ぶ」

と続くのである。

　この箇所を読んだ読者

は，この新刊書～著者の

次の優れた特長～魅力に

気づくことになる。①狭

義の「行動」だけに目を

向けるのではない，バラ

ンスの取れた柔軟な行動

療法家である。②臨床に

関して，自分のコトバを

肉声で語る姿勢をとって

いる。③山上先生を始め

とする九大・行動療法研

究室の先生方との親密な

関係があり，山上スクー

ルの臨床の知を具現化し

て世間に知らしめる試み

がこの本に結実した。 
（評者・原田誠一＝原田メ

ンタルクリニック，東京

認知行動療法研究所■精

神療法 44巻 2号（2018）
より抜粋）
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●フェア「ここにありま

す！　売れている心理学書

2019」

　毎年好評いただいており

ます，三省堂書店神保町本

店と心理学書販売研究会に

よるフェア，「ここにあり

ます！　売れている心理学

書 2019」が，9月 1日（日）
まで開催中です。心理学書

販売研究会 13社の売行良
好書と最新刊が勢ぞろいし

ております。ぜひお運びく

ださい。

期間：2019年6月28日（金）
～ 9月 1日（日）
場所：三省堂書店神保町本

店 5階　フェアコーナー
（〒 101-0051 東京都千代
田区神田神保町 1丁目 1）

●重版出来情報

　品切れ，品薄でご迷惑を

おかけしておりました以下

の書籍ですが，重版いたし

ました。

✽

◎ I.S. ウィッテンバーグ
著／平井正三監訳／武藤誠

訳『臨床現場に生かすク

ライン派精神分析』（3刷）
本体 2,800円＋税
◎ V.M. アクスライン著／
小林治夫訳『遊戯療法』（24
刷）本体 5,800円＋税
◎神田橋條治著『精神療法

面接のコツ』（22刷）本体
3,000円＋税
◎ P.ケースメント著／松木
邦裕訳『患者から学ぶ』（9
刷）本体 4,500円＋税
◎ J.G. アレン，P.フォナ
ギー著／狩野力八郎監訳／

池田暁史訳『メンタライ

ゼーション・ハンドブック』

（2刷）本体 5,000円＋税
◎藤山直樹著『続・精神分

析という営み』（2刷）本
体 3,200円＋税
◎柴山雅俊編『解離の病理』

（2刷）本体 3,400円＋税
✽

　そのほかにも，今春から

初夏にかけ，多くの書籍の

重版を行っております。詳

細は小社ホームページの

「重版情報」をご確認くだ

さいませ。

学術通信
第39巻第 2号

第 118号
2019年 7月 20日発行
夏号

頒価　70 円

†読者の皆様へ

本誌の読者登録の際に，ご記入い
ただいた個人情報は，本誌の送付
に用いる他，ご注文いただいた小
社書籍の配送，お支払い確認等の
連絡，当社の新刊案内および関連
のブックフェア等の催事のご案内
をお送りするために利用し，その
目的以外での利用はいたしません。
また，ご記入いただいた個人情報
について，その情報をご提供いた
だいたご本人から，開示・訂正・
削除・利用停止の依頼を受けた場
合は，迅速な処理を心がけ法令に
則り速やかな対応をするようにい
たします。

編集人●鈴木大輔

発行人●杉田啓三

発　行●岩崎学術出版社
〒 101-0062
東京都千代田区神田駿河台 3-6-1　
　　　　　菱和ビルディング 2階
TEL：03（5577）6817
FAX：03（5577）6837
振替 00170－4－58495
URL：http://www.iwasaki-ap.co.jp
Email：info@iwasaki-ap.co.jp

印　刷●ユー・エイド

不許複製

●駿河台だより



神田橋條治 著

ISBN 978-4-7533-1142-2
脳の発育努力を妨げない支援のありかた 2018.10

発達障害をめぐって●発想の航跡 別巻

目次●　まえがき　イントロダクション　現時点でのボクの「発達障害」
診療　第一部　発達障害の全体像　第二部　発達障害の診断と治療　第三
部　発達障害を読む　書評『子どものこころの不思議──児童精神科の診
察室から』，書評『LD･ADHD・高機能自閉症へのライフスキルトレーニ
ング』，書評『ぼくらの中の発達障害』／他　内容●　本書は著者の近年
の著作から「発達障害」に関するものを，当事者や家族の方々にも手に取
りやすい形にまとめたものである。著者の現時点での診療の実際と考え方，
さらに「現時点でのボクの『発達障害』診療」と題しての書き下ろしを添
えた。
● A5 判 208 頁並製　本体価 2,500 円＋税

目次●　はじめに　ライブ 1　発達障がいがあってもよりよい人生を　ラ
イブ 2　支援者の人たちへ～支援で変わる人生の質～　ライブ 3　親御さ
んへ～親子で幸せになるために～　ライブ 4　発達障がいのあるパートナ
ーと暮らすあなたへ／他。各章に「キーワード」，「Q&A」付き。内容●　
「診断名をつけることや，診断名の分類にこだわらず，その人の特性の理
解と幸せになるために大切なことは何か。それは，他の人と比較せず，そ
の人に合った目標を見つけ，一緒にうまくいく方法を考え，実践するこ
と」。全国各地，発達障がい者支援の最前線で，高山恵子氏が支援者に伝
え続ける声をライブ感そのままに書籍化！
●四六判 272 頁並製　本体価 1,800 円＋税

ライブ講義高山恵子Ⅰ　特性とともに幸せに生きる
高山恵子 著

ISBN 978-4-7533-1144-6
みんなの支援の目標は「幸せに生きる」こと 2018.11

目次●　第 1章　生い立ちに困難を抱える子どもと将来展望　第 2章　
生い立ちに困難を抱える子どもの自立と自立支援　第 3章　キャリア・
カウンセリングの視点から　第 4章　キャリア・カウンセリング・プロ
ジェクト（CCP）とは　第 5章　キャリア・カウンセリング・プロジェ
クト（CCP）の実際／他　内容●　生い立ちに困難を抱える子どもたち
への支援として，子ども自身の力や可能性，レジリエンスに基づいた支援
として，キャリア・カウンセリング・プロジェクトを提案。子ども自身が
「おとなになりたい」「将来について考えたい」という精神的なレディネス
を形成し，将来に対する肯定的な展望を育むための取り組みを紹介。
● B5 判 176 頁並製　本体価 2,800 円＋税

子どもの未来を育む自立支援
井出智博，片山由季 編著

ISBN 978-4-7533-1145-3
生い立ちに困難を抱える子の将来展望を育む 2018.11

●�生い立ちに困難を抱える子どもを支える
キャリア・カウンセリング・プロジェクト



目次●　はじめに　第一部 セラピーを始めるために　第 1 章　精神分析
的アプローチの多様性──精神分析から支持的セラピーまで　第 2 章　精
神分析的アプローチを理解する①──構造化　第 3 章　精神分析的アプロ
ーチを理解する②──無意識の探究と支持的要素　第 4 章　セラピーを始
めてみる　第二部 精神分析的アセスメント／他　内容●　難解で厳しく
日常臨床とは遠いものと考えられがちな精神分析だが，広い意味での精神
分析的アプローチは，日々の臨床実践のために現実的な助けとなる。臨床
場面での実践方法を論じ，サイコセラピーの実践に携わる精神科医や心理
士など，精神分析の考え方に魅力を感じている臨床家に広く役立つ本。
● A5 判 240 頁並製　本体価 3,000 円＋税

精神分析的アプローチの理解と実践●アセスメントから介入の技術まで

吾妻壮 著

ISBN 978-4-7533-1146-0
精神分析の理論や技法を日常臨床に活かす 2018.11

目次●　PART I　概観　第 1章　トラウマの発達への有害な影響　第 2
章　子どもの発達，人の危険反応と適応――子どもの行動の理解のための
スリーパーツモデル　第 3章　アタッチメント，自己調整，能力（ARC）
の枠組み　PART II　アタッチメント　第 4章　養育者の感情管理　第 5
章　波長合わせ／他　内容●　著者らによって開発された「ARC（アタ
ッチメント，調整，能力）」の枠組み。本書は，トラウマティックストレ
スを経験した子どもたちへの介入の手引きとしてこの枠組みを紹介したも
のである。発達能力を回復しレジリエンスを促進するための臨床ツールが
満載。児童福祉にかかわる方は必携の一冊といえる。
● B5 判 416 頁並製　本体価 6,500 円＋税

実践 子どもと思春期のトラウマ治療
M. E. ブラウシュタイン，K. M. キニバーグ 著／伊東ゆたか 監訳

ISBN 978-4-7533-1147-7
トラウマを経験した子どもたちへの介入の手引き 2018.11

●�レジリエンスを育てるアタッチメン
ト・調整・能力（ARC）の枠組み

目次●　第Ⅰ部　精神分析理論を問い直す　第 1章　精神分析の純粋主
義を問い直す　第 2章　解釈中心主義を問い直す（1）─ QOL向上の手
段としての解釈　第 3章　解釈中心主義を問い直す（2）─共同注視の延
長としての解釈　第 4章　転移解釈の特権的地位を問い直す／他　内容
●　精神分析がパラダイムチェンジの時期を迎えた今，著者は本書におい
て，「解離」を愛着理論の視点からとらえなおし，さらには右脳の機能的
な理解やディープラーニングの理解から新しいアイデアを提示することで，
これまでの前提に異議を申し立て，精神分析の未来を考える上で重要な一
石を投じている。
● A5 判 288 頁並製　本体価 3,200 円＋税

精神分析新時代●トラウマ・解離・脳と「新無意識」から問い直す

岡野憲一郎 著

ISBN 978-4-7533-1148-4
精神分析の従来の前提を問い直し未来を考える 2018.11



目次●　第 1章　現代の子育て　第 1講 現代社会と家庭――重くなって
いる親の養育責任「長いものには巻かれろ」から「個の確立」を必要とす
る社会へ　第 2講 現代の中学生・高校生の悩み　第 3講 思春期の発達と
親子関係――親に望まれること　第 4講 親が思春期の子どもに伝えるべ
きこと　第 2章　子どもの発達　第 5講 親子ゲンカ――子どもはそれを
どう乗り越えるか　第 6講 早すぎる親との別れ　第 7講 親の夫婦関係と
子どもの発達――少しだけ夫婦仲をよくするために　第 3章　問題行動
への対処　第 8講 不登校への対処　第 9講 子どもの家庭内暴力への対処　
第 10講 子どもの自傷行為・希死念慮・自殺／他
●四六判 224 頁並製　本体価 2,000 円＋税

精神科医の思春期子育て講義
皆川邦直 著／生田憲正，柴田恵理子，守屋直樹 編

ISBN 978-4-7533-1149-1
エキスパートによる講義で子どものこころと行動の理由がわかる 2018.11

概要●　わが国の思春期精神医学の草分け的存
在である著者が，思春期の子をもつ母親に向け
に行った貴重な連続講義を，当時の息遣いその
ままに収録。長い臨床実践と精神分析理論に裏
打ちされた叡智が，わかりやすい言葉で語られ
る。「どうしてこの子はこうなんだろう」とい
う疑問を氷解させる，エキスパートならではの
卓越した分析が満載。思春期のこころの発達や，
問題行動を起こす理由などに加え，夫婦関係を
良くするコツについてもレクチャー。思春期の
子どもを育てる親御さんはもちろん，精神医学
や心理学の専門家，さらには中学校や高校の教
育者のかたがたにも読んでいただきたい一冊。

「解説」より抜粋●　この本の講義は，グルー
プでの親ガイダンスの前に，親への子育てに関
する心理教育をするために，講義形式で行われ
たものです。本書の中で先生は，親の育て方が
悪かったなどの罪悪感や不安，絶望感にとらわ
れるのではなく，子どものこころに何が起きて
いるのかを理解する方向へと，軸足を移してい
くことを勧めています。
　本書で先生は，思春期青年期に起きるこころ
の発達や親子関係の変化について，精神分析を
始めとする様々な理論や臨床実践から得られた
経験やそれへの深い洞察にもとづいて述べてい
ます。この先生の理解は，アンナ・フロイトか
ら始まる乳幼児期から小児期，思春期青年期を
経て，成人にいたるまでのこころの発達やその
時々の課題を明らかにするという精神分析の歴
史的な流れを受けついでいます。

（中略）
　思春期青年期では，これまで述べたような発
達の課題があり，子どもは大きく揺れ続けます。
そして，先生の講義では，両親が子どもに起き
ていることをどのように理解するか，揺れる子
どもに対して，どのように接したらよいかにつ
いて具体的な示唆を与え，子どもが困難な時期
を乗り越え，先に進んでいく力を信じるように
励ましています。その際に，夫婦の間に何か問
題があったとしても，子どもへの対応について
は，両親が協力して，一枚岩になって対処する
ことの重要性を繰り返し述べています。さらに，
第 2章では，困難な時期を夫婦が協力して乗
り越えることで，夫婦間の親密さが戻ることや，
夫婦仲を良くするためのヒントまで話されてい
ます。また，第 3章では，こころの発達を一
時的に止めてしまうこと（不登校），攻撃性の
問題（家庭内暴力），生きる方向ではなく死ぬ
方向に考え出す（希死念慮や自殺企図）や性的
逸脱の問題（性非行）について述べています。
　本書を通じて，先生は，理論や臨床経験を本
当に自分のものとしている臨床家であることが
分かります。だからこそ，この講義では，専門
用語はほとんど使わず，自分自身の言葉を使っ
て語っていて，だれにでもわかりやすい内容と
なっています。
 （生田憲正）

● Summary   &  Synopsis



概要●　五十年を超える年月のあいだに，著者
の養生観は徐々に変わり，この改訂では，書名
の変更をはじめ，さまざまな改変がなされてい
る。しかし，本の芯にある初志は変わらない。
すなわち，「①熟練や特別な知識がいらず，自
分でできて，人に教えてあげることもできる。
②お金や道具がいらず，いつでも・どこででも
できる。③天然の食品や自然の物以外を，でき
るだけ体内に入れない」という方針である。最
後の改訂となる本書では，著者が行っているさ
まざまな技術のなかから，専門家や特殊な病気
の人，養生法に熱心な人向けの部分を「熟練」
という項目にまとめた。またそれぞれの養生法
について，基本の方法の後に付された「付言」
が，読者の理解を助けるであろう。さまざまな
養生法を組み合わせたり同時に行ったりする便
を期して，それら養生法を『　』で囲み，さら
に巻末に「索引」として挙げた。

「まえがき」より抜粋●　こんどの改訂では，
いろいろと変えたところがあります。まず本の
題名を「精神科」から「心身」へ変えました。
そのわけは，①ボクの診療はだんだん精神科で
ない患者さんが増えてきたこと，②ボクは老人
になって，精神科の新しい専門知識を知らない
医師になり，精神科専門医の資格も持たない，
「精神科で長く働いてきたただの老医者」にな
ってしまっていること，③治療の方法が普通の
精神科ではやらない，漢方，サプリメント，鍼
灸，食養，気功，整体，などのごちゃまぜにな
ってしまっていること，④治療や養生を考える

ときに「心身は不二である」と思うようになっ
たこと，などです。
　五十年を超える年月のあいだに，ボクの養生
観は徐々に変わりました。しかし，この本の芯
にある初志は変わっていません。ボクの好きな
養生法は，①熟練や特別な知識がいらず，自分
でできて，人に教えてあげることもできる。②
お金や道具がいらず，いつでも・どこででもで
きる。③天然の食品や自然の物以外を，できる
だけ体内に入れない，が方針ですが，④ボクは
八十歳を過ぎ，週二日の診療が精一杯となりま
した。これが最後の改訂になるので，いま行っ
ているいろんな技術のなかの，残しておきたい
ものを書いておくことにしました。そのため，
専門家や特殊な病気の人や養生法に熱心な人向
けの部分を「熟練」という項目にまとめました。
マアマア健康な皆さんは，そこは飛ばしてお読
みください。
　また，老人や病気の人もできるように，寝床
の中でもできるように書いていますが，若い人
や元気な人は起きてしてくださってもよいので
す。また，前の本をお持ちで，すでにいろいろ
な方法に慣れている方は，どうぞそのままお続
けください。だけど，今回のほうが改良され・
進歩しているものもあります。
　それぞれの養生法について，はじめに基本の
方法をお話しし，次に，その養生法についての
ボクの考えなどを「付言」として書きました。
皆さんの理解を助けるでしょう。

（神田橋條治）

● Summary   &  Synopsis

目次●　第 1章　養生のための物語　第 2章　『感じる』　第 3章　『緩む』　
第 4章　『陰と陽』　第 5章　『骨格』　第 6章　呼吸　第 7章　『動く』　
第 8章　寝る　第 9章　『気と経絡』　第 10章　『トラウマの治療』　第 11
章　『愛着障害』　第 12章　『フィードバック』　第 13章　『フィードバッ
ク』以外の養生の工夫　『焼酎風呂』／『消毒用エタノール噴霧』／アロ
マセラピー／バッチ・フラワー・レメディー／電磁波防御／『グラウンデ
ィング』　第 14章　こころの養生法　第 15章　症状の中に自然治癒力の
働きを見つける　第 16章　『養生のための図柄』　第 17章　薬など　第
18章　いろいろな症状や病理への対処／他
●四六判 264 頁上製　本体価 2,500 円＋税

心身養生のコツ
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概要●　自殺対策が精神医学・精神医療の重要
課題として取り組まれる中，公衆衛生的・予防
的観点の介入と比較して，実際の治療について
は明確な介入方法が提唱されていない現状があ
る。本書は認知行動療法をベースにした自殺対
策のための精神医学書であり，自殺行動の科学
的理解とともに実際の治療を学ぶことができる。
「本書をご覧になれば，自殺対策における新た
な視点を獲得することができるだけでなく，こ
れまで以上に自殺を考えている患者について理
解を深めていただけるでしょう。」（ジュディ
ス・S・ベック）

「監訳者あとがき」より抜粋●　本書で繰り返
し指摘されているように，自ら命を絶つ背景に
は絶望感を始めとした情報処理過程の偏りがあ
ることが科学的に実証されている。そうだとす
ると，その情報処理過程を修正することが，自
死を防ぐために有用になってくる。そうしたア
プローチこそが認知行動療法である。
　認知行動療法は元来，自分に対する否定的な
考え，周囲との人間関係に対する悲観的な考え，
そして将来に対する絶望的な考えに目を向け，
より現実的な工夫ができるように手助けし，抑
うつなどのネガティブ感情を和らげ，生活上の
問題の解決に取り組んでいく心の力を育てるア
プローチである。そのアプローチが，自ら命を
絶つことを考え行動に移そうとしている人の助
けになることを，理論的に解明し，臨床的に実
証した結果が本書である。
　最後にひとつ付け加えておきたいことがある。

私がベック博士のもとで勉強をする機会が与え
られた 1980年代のことだ。1960年代初頭に
提唱したうつ病の認知行動療法の有用性がアメ
リカ精神医学の中でようやく認められ，パニッ
ク症など他の精神疾患に対する認知行動療法の
効果を検証しようという気運が高まっていた。
　そのときにベック博士は，「認知行動療法は
パニック障害にも効果があるかもしれないが，
研究で実証されるまではそう断言することはで
きない。臨床場面で使うときには，そのことを
患者やクライエントなど，ユーザーにきちんと
伝えておかなくてはならない」と，繰り返し言
っていた。
　精神的に苦しんでいる人の助けになるために
は，エビデンスにきちんと裏づけられたアプロ
ーチを大切にしないといけないというベック博
士の率直で真摯な態度は，死を考えている人に
対したときに特に重要になる。そうした科学的
で臨床的な作業を粘り強く進める情熱があった
からこそ，ベック博士のグループは自死を防ぐ
ための研究を行い，エビデンスに裏づけられた
実践のヒントが詰まっているこのような本にま
とめるあげることができたのだと，私は考えて
いる。多くの人が本書に目を通して，自殺対策
に役立てていただくことを願っている。
 （大野　裕）

● Summary   &  Synopsis

目次●　第 I部　認知理論と実証的研究　第 1章　自殺念慮と自殺関連行
動の分類とアセスメント　第 2章　自殺関連行動の関連要素とリスク因
子　第 3章　自殺関連行動の認知モデル　第 4章　自殺関連行動を防ぐ
ためのエビデンスに基づいた治療　第 II部　臨床への応用　第 5章　認
知療法の基本原則　第 6章　導入期　第 7章　自殺関連行動の認知的概
念化　第 8章　治療前期　第 9章　治療後期　第 10章　自殺を考えてい
る患者を治療していく上で求められる工夫　第 III部　特別な治療的配慮
が必要な対象への適用　第 11章　自殺を考えている思春期の患者に対す
る認知療法／他
● A5 判 472 頁上製　本体価 7,000 円＋税

自殺対策の認知療法●エビデンスと症例に基づく臨床実践

エイミー・ウェンツェル 他著／大野裕 監訳　中川敦夫，耕野敏樹 訳
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概要●　七カ月の息子が目を合わせてくれない
……八歳の娘が「どうして人は死ぬの？」……
高校生の息子がスマホゲーム依存症？……。
　赤ちゃんから青年期まで，子育て相談でよく
聞かれる百の質問に，小児精神・神経科医であ
る筆者が，発達や心理の視点を織り交ぜながら
真摯に答える。八〇〇字の中に多くの考え方が
盛り込まれ，一つ一つの質問に連続性はないた
め，読者は気の向くところから拾い読みするこ
とができる。日々の子育てに悩んでいるお母さ
んはもちろん，小児科医や保健師など子育て相
談を担当している専門職の方々にも，支援の参
考になる。

「はじめに」より抜粋●　本書は，子育て相談
でよく聞かれる百の質問に対して，小児精神・
神経科医である筆者が，発達や心理の視点を織
り交ぜながらお答えしたものです。
　便宜上，おおよその年齢順に配置してありま
すが，一つ一つの質問に連続性はなく，読者の
皆様は，気の向くところから拾い読みしてくだ
されば結構です。
　本書により，日々の子育てに悩んでいるお母
さんの気持ちが，少しでも楽になることを祈っ
ています。また，小児科医や保健師など，子育
て相談を担当している専門職の方々にも，支援
の一例として参考にしていただければ，より嬉
しく思います。
　本書の元になったのは，インドネシアの首都
ジャカルタで在留邦人向けに発行されている
「じゃかるた新聞」紙上で二〇〇七年から連載

された子育て相談です。当時は今ほどインター
ネットも普及しておらず，基本的な子育ての質
問を数多くいただきました。海外であろうがな
かろうが，子育ての悩みは普遍的なものでした。
　二〇〇七年五月五日から現在に至る連載の中
から，普遍的な内容の百編を選んで一冊にした
ものが本書です。個々の質問は，じゃかるた新
聞の担当記者がお母さんたちから集めてきてく
ださった生の質問です。個人情報はすべて匿名
化してあります。
　八〇〇字という字数ですが，多くの考え方を
盛り込むようにしました。子育ての答えは一つ
ではなく，さまざまなやり方を工夫してほしい
と願っての “てんこ盛り”です。
 （広瀬宏之）

● Summary   &  Synopsis

目次●　Ⅰ　乳児期・幼児前期　もうすぐ生まれる子の習い事をどうしよ
う／七カ月の息子が目を合わせてくれない／八カ月の子が人見知りや後追
いをしない／他　コラム：発達障害について　Ⅱ　幼児後期　幼稚園のわ
が子につい声を荒げてしまう母／四歳，友達の玩具を盗んだことをごまか
した他　コラム：そのままでいいんだよ　Ⅲ　学童期　義母が子どもを甘
やかして困る／何かにつけて親に言いつける子どもたち／他　コラム：子
どもと接する時に大切にしていること　Ⅳ　思春期・青年期　中学生の息
子が一週間浮かない顔のまま／中学生の娘が愛犬を失いました／中学生の
息子が怒って壁に穴をあける／他
●四六判 224 頁並製　本体価 2,000 円＋税
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概要●　「新しい社会的養育ビジョン」を背景
に里親委託が推進されている現在，里親と委託
児童についてはさまざまな検討が進んでいる。
しかし，それ以外の里親家庭の構成員，特に里
子受け入れで複雑な感情をもつであろう「実
子」に関する研究は，ほとんどみられない現状
である。
　本書は，これまで光が当たっていなかった実
子に着目し，彼らがどのように里親家庭で成長
するのか，折々にどのような意識を持つのかを，
インタビュー調査から明らかにする。現在の里
親家庭支援において「実子への視点」が欠けて
いることに警鐘を鳴らす，関係者必読の一冊。

「推薦のことば」より抜粋●　全国里親委託等
推進委員会による調査結果（2015）によると，
里親家庭の約 4割に実子が存在する。親が里
親となることにより，実子は大きな影響を受け
る。家族，児童相談所，里親支援機関等による
実子への十分な説明や，実子の思い・言い分へ
の傾聴はあらゆる過程において重要である。
　また実子は里親家庭で過ごす中で，委託され
た子どもと生活する歓びなど肯定的な感情をも
つ一方で，委託された子どもの行動への驚き等
を感じた際，自身の気持ちを親に率直に伝える
ことが困難な場合があるとしている。さらに共
に生活するなかで親のサポートや委託児を気遣
う実子の役割，委託児を思いやることでの我慢，
親の思いへの妥協，親への不満を感じながらも
社会では里親を賞賛することばがあることへの
複雑な気持ちなどについて指摘している。この

ような視点で実子の心情の理解に努める里親や
支援者の姿勢は重要である。ヤングケアラーと
しての実子は他者に状況を説明することが困難
であったり，思いを共有することが困難ななか
で，孤立化傾向にあり，マイノリティ意識やそ
れに伴う自己否定感を感じることもある。

（中略）
　里親は社会的に評価される一方で，その実子
のネガティブな思いは顕在化しにくい側面があ
る。実子の意識は多様であり，多義性に満ちて
いるだけに，そのメッセージについて支援者や
研究者も伝えにくい面もある。だからこそ，実
子の多様な現状に配慮し，個別的に検討を要す
るといえる。本書では複数の質的分析法を活用
し，共通性と個別性に配慮した分析結果の記述
がなされている。またヤングケアラー，障害児
のきょうだい研究など隣接領域の先行業績から
帰納的に実子との共通性を見出している。多様
な観点から実子研究を深め，得られた知見は貴
重である。著者は「おわりに」において，「自
分自身の子ども時代は毎日実子として生きるこ
とに必死で，子どもとしての感覚をなくしてい
た」と書いている。こうした実子の声に耳を傾
け，里親養育のあり方を検討する必要性を強く
感じる。里親関係者に限らず，より多くの方々
に読んでいただき，家族のあり方を考える一助
としていただきたい。
 （林　浩康）

● Summary   &  Synopsis

目次●　序章　里親家庭の実子を研究する目的　他　第 1章　里親の実
子とは何か――国内外研究の検討――　第 1節　先行研究の範囲とその
動向　第 2節　国内外の里親家庭の実子に関する研究　第 3節　喪失と
その対応に関する研究　第 4節　近接領域における研究との比較――ヤ
ングケアラー，障害児・病児のきょうだいとの関連――　第 2章　里親
家庭における里親の実子の意識　第 1節　インタビュー調査の目的　第 2
節　調査方法――調査手順と分析方法――　　他　第 3章　里親養育の
開始の際の実子の年齢による意識変容のプロセス　第 4章　里親の実子
が持つ主観的なきょうだいの境界とその変化／他
● A5 判 216 頁上製　本体価 5,000 円＋税
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